
東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年

観光の力で復興の足取り確かに
東
京
で
被
災
地
支
援
イ
ベ
ン
ト
東
京
都
と

東
北
４
県

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
復
興

「
観
光
目
的
の
宿
泊
者
が

％
以
上
の
施
設
」の
延
べ
宿
泊
者
数


年
延
べ
宿
泊
者
数（
速
報
値
）

震
災
前（

年
）と
の
比
較

震災前との比較で減少
観光主体の宿泊施設は

年の延べ宿泊者数 　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
庁
　

宿
泊
旅
行
統
計
調
査

東
北
観
光
デ
ー
タ

従業者数人以上の宿泊施設　　　　　　　　　　　　単位：千人泊

被
災
地
語
り
部
シ
ン
ポ
ｉ
ｎ
東
北

ホテル観洋で　世界に通用する方策学ぶ
全国から４００人超える参加者

従業者数人以上の宿泊施設　　　　単位：人泊　※宿泊目的割合不詳を含む

全国被災地語り部　南三陸宣言

（７） 第３０２３号第３種郵便物認可２０２０年（令和２年）３月７日（土曜日）

　
岩
手
県
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
Ｒ
Ｆ
Ｃ
」

　
の
事
例
発
表

小池、達増両知事らが参加したオープニングセレモニー
（２月日、東京国際フォーラム）

　
「
２
０
１
９
み
や
ぎ
ラ
イ
シ
ー
レ
デ
ィ
」
の

　
八
巻
さ
ん

　
阿
部
実
行
委
員
長

　
基
調
講
演
し
た
徳
山
氏

　私たち被災地語り部（ＫＡＴＡＲＩＢＥ）は、年目を迎える東日本大震災地、宮城県南三陸町
に国内外から集い、２月日、日の２日間、取り組みと課題、震災遺構、記憶と記録、語り部の
未来について語り合いました。
　
　閉会にあたり、「誰もが語り部」として、シンポジウムで得た知見を広く発信することを宣言し
ます。
　
　１、災害による試練を乗り越え、地域、歴史を学ぶことで、知識を知恵に変え、時代・社会にあ
わせて、言葉、映像、写真、歌、美術、文学、多言語、ｗｅｂなどアナログとデジタルを組み合わ
せた発信方法を工夫し多様な形で伝承します。
　２、聞き手に伝わるよう、世代を超えて取り組み、縦と横のネットワークを繋げていきます。
　３、命を守るため、教訓を被災地と被災地、そして未災地と未来に伝え、次世代や第二の語り部
の育成に努めます。
　
　これまで５回のシンポジウムで広がってきたゆるやかなネットワークを一層展開し、全国被災地
語り部シンポジウムを継続していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第５回全国被災地語り部シンポジウムｉｎ東北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２０年２月日

　　変貌する南三陸町の風景。右端に旧防災庁舎が見える（２月日撮影）

　
観
光
庁
が
２
月

日
に
発

表
し
た
宿
泊
旅
行
統
計
調
査

の
２
０
１
９
年
年
間
値
（
速

報
値
）
で
東
北
観
光
の
状
況

を
見
て
み
よ
う
。
統
計
上
、

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以
前

の
２
０
１
０
年
の
数
値
と
直

接
比
較
が
可
能
な
従
業
者
数


人
以
上
の
宿
泊
施
設
に
お

け
る
数
値
を
使
う
。

　
東
北
６
県
の
延
べ
宿
泊
者

数
は
３
３
８
７
万
６
千
人
泊

で
、

年
比

・
０
％
増
と

な
っ
た
。
県
別
で
は
、
秋
田

県
を
除
く
５
県
が
震
災
前
の

水
準
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
ビ
ジ
ネ
ス
客
な
ど

よ
り
観
光
客
の
宿
泊
が
多
い

観
光
旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど

「
観
光
目
的
の
宿
泊
者
が


％
以
上
の
施
設
」
の
延
べ
宿

泊
者
数
は
、
東
北
６
県
で


年
比

・
０
％
減
の
１
４
６

９
万
５
千
人
泊
だ
っ
た
。
半

面
、
「
観
光
目
的
の
宿
泊
者

が

％
未
満
の
施
設
」
の
延

べ
宿
泊
者
数
は
、
同

・
９

％
増
の
１
９
１
７
万
９
千
人

泊
と
な
っ
た
。

　
「
観
光
目
的
の
宿
泊
者
が


％
以
上
の
施
設
」
の
県
別

の
延
べ
宿
泊
者
数
（
カ
ッ
コ

内
は

年
比
）
は
、
青
森
県

１
５
３
万
人
泊
（

・
２
％

増
）
▽
岩
手
県
２
２
４
万
９

千
人
泊
（

・
３
％
減
）
▽

宮
城
県
３
３
６
万
６
千
人
泊

（

・
４
％
減
）
▽
秋
田
県

１
２
１
万
３
千
人
泊
（

・

３
％
減
）
▽
山
形
県
１
９
８

万
４
千
人
泊（

・
８
％
減
）

▽
福
島
県
４
３
５
万
４
千
人

泊
（

・
７
％
減
）
。

　
「
観
光
目
的
の
宿
泊
者
が


％
以
上
の
施
設
」
の
延
べ

宿
泊
者
数
は
、
青
森
県
以
外

の
５
県
が
震
災
前
の
水
準
に

対
し
て
２
桁
の
減
少
率
と
な

っ
た
。
震
災
復
興
を
含
む
業

務
目
的
の
宿
泊
需
要
、
観
光

目
的
の
宿
泊
需
要
の
動
向
な

ど
、
震
災
前
と
の
変
化
を
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
一
方
で
、
東
北
６
県
の
外

国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、


年
比
２
０
８
・
３
％
増
の
１

５
５
万
８
千
人
泊
と
な
っ
た

＝

面
に
関
連
。

年
に
比

べ
て
３
倍
以
上
に
増
加
し
て

お
り
、
県
別
で
も
６
県
全
て

が
震
災
前
の
水
準
を
上
回
っ

て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

を
支
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
復

興
応
援
・
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
２
月

日
、
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
開
か
れ
た
。
「
復
興

五
輪
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
間
近

に
控
え
、
「
復
興
の
未
来
を

切
り
拓
く
、ス
ポ
ー
ツ
の
力
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
北
４
県
の

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
復
興
と
活

性
化
の
取
り
組
み
を
紹
介
。

主
催
者
の
東
京
都
か
ら
小
池

百
合
子
知
事
、
東
北
４
県
を

代
表
し
て
岩
手
県
の
達
増
拓

也
知
事
が
五
輪
の
成
功
と
被

災
地
の
完
全
復
興
を
期
す
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
青
森
県
は
青
森
山
田
高
校

男
子
新
体
操
部
監
督
の
荒
川

栄
さ
ん
が
男
子
新
体
操
の
競

技
人
口
拡
大
と
地
元
で
結
成

さ
れ
た
プ
ロ
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

の
取
り
組
み
述
べ
た
。

　
男
子
新
体
操
は
全
国
で
競

技
人
口
が
千
人
と
少
な
く
、

競
技
の
存
続
に
荒
川
さ
ん
ら

関
係
者
が
危
機
感
を
抱
い
て

い
た
。
そ
の
た
め
強
豪
校
の

同
高
校
と
青
森
大
学
の
Ｏ
Ｂ

を
中
心
に
、
プ
ロ
の
ダ
ン
ス

チ
ー
ム
「
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
を
結
成
。
国
内
外

の
さ
ま
ざ
ま
な
舞
台
で
公
演

し
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
登
場
す

る
な
ど
人
気
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
将
来
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
入

り
を
目
指
す
子
ど
も
向
け
の

キ
ッ
ズ
組
織
も
立
ち
上
げ
、

高
校
、
大
学
を
含
め
た
プ
ロ

を
頂
点
と
す
る
競
技
人
口
の

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
形
成
、
競
技

存
続
の
危
機
を
脱
し
た
。
公

演
で
の
集
客
や
県
産
品
と
の

コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
の
販
売
な

ど
、
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
の
活
動
は
地
元
経
済
の
活

性
化
に
も
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。

　
岩
手
県
は
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス

Ｒ
Ｆ
Ｃ
」
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
桜
庭
吉
彦
さ
ん
が

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
Ｗ
杯
）
誘
致
ま
で
の
苦
労

と
、
そ
の
実
現
で
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ガ
シ
ー
を
得
ら
れ
た
実

績
を
述
べ
た
。

　
日
本
で
の
Ｗ
杯
開
催
が
決

ま
っ
た
２
年
後
に
震
災
が
発

生
。
ラ
グ
ビ
ー
が
盛
ん
だ
っ

た
釜
石
市
の
有
志
が
、
「
Ｗ

杯
ど
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
の

声
も
あ
る
中
で
地
元
開
催
を

提
案
。
２
０
１
５
年
に
国
内


開
催
都
市
の
一
つ
に
決
定

し
た
。
新
し
い
ス
タ
ジ
ア
ム

や
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
が
急

ピ
ッ
チ
で
整
備
さ
れ
た
ほ

か
、
「
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人

と
の
交
流
が
、
市
民
の
心
を

明
る
く
し
た
」と
桜
庭
さ
ん
。

　
宮
城
県
は
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
」
ス
タ
ジ
ア
ム

Ｄ
Ｊ
の
千
葉
正
人
さ
ん
と
、

元
選
手
で
現
在
は
子
ど
も
た

ち
に
野
球
を
教
え
る
ア
カ
デ

ミ
ー
コ
ー
チ
の
聖
澤
諒
さ
ん

が
震
災
以
降
の
さ
ま
ざ
ま
な

被
災
地
支
援
活
動
を
紹
介
し

た
。

　
震
災
当
日
、
兵
庫
県
に
遠

征
し
て
い
た
イ
ー
グ
ル
ス
は

４
月
８
日
に
地
元
仙
台
に
戻

り
、
即
席
の
サ
イ
ン
会
や
撮

影
会
な
ど
被
災
地
で
の
支
援

活
動
を
精
力
的
に
実
施
。
２

年
後
の
２
０
１
３
年
に
初
の

リ
ー
グ
優
勝
と
日
本
一
を
果

た
し
た
。
優
勝
パ
レ
ー
ド
は

沿
道
に

万
４
千
人
が
駆
け

付
け
選
手
ら
に
声
援
。
「
お

め
で
と
う
で
は
な
く
、
あ
り

が
と
う
と
い
う
声
援
が
耳
に

残
っ
た
」
と
聖
澤
さ
ん
ら
は

当
時
を
振
り
返
っ
た
。
イ
ー

グ
ル
ス
は
震
災
翌
年
か
ら
東

北
６
県
の
新
小
学
１
年
生
全

員
に
帽
子
を
贈
る
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
密
着
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

　
福
島
県
は
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
福
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ

Ｃ
」
社
長
の
鈴
木
勇
人
さ
ん

が
県
産
品
の
生
産
や
Ｐ
Ｒ
な

ど
風
評
被
害
の
払
し
ょ
く
に

取
り
組
む
選
手
の
活
動
を
紹

介
し
た
。

　
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被

害
に
悩
む
同
県
の
農
業
を
支

援
し
よ
う
と
、
チ
ー
ム
内
に

「
農
業
部
」
を
結
成
。
県
内

の
農
家
や
農
園
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
、
り
ん
ご
や
桃
、
米
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
産
物
の
生

産
に
選
手
自
ら
が
取
り
組
ん

で
い
る
。
「
選
手
が
作
っ
た

農
産
物
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
商
品
価
値
が
高
ま
り
、
店

頭
や
ネ
ッ
ト
で
好
調
な
売
れ

行
き
を
示
し
て
い
る
。
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
会
場
で
も
「
マ

ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
、
農
家

や
農
園
か
ら
仕
入
れ
た
農
産

物
を
販
売
、Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
に
は
小
池
、
達
増
両
知
事

と
田
中
和
徳
復
興
大
臣
が
参

加
。
「
被
災
地
の
復
興
な
く

し
て
東
京
２
０
２
０
の
成
功

は
な
い
」
（
小
池
知
事
）
、

「
聖
火
リ
レ
ー
と
競
技
が
東

北
で
行
わ
れ
る
。
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
復
興
へ
の

力
と
し
た
い
」（
達
増
知
事
）

と
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
元
ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
の
大
畑
大
介

さ
ん
と
、
仙
台
市
出
身
で
車

い
す
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
庄
子

健
さ
ん
も
参
加
。
昨
年
の
ラ

グ
ビ
ー
Ｗ
杯
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
と
被
災
地
の

復
興
へ
、
被
災
４
県
の
関
係

者
ら
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
会
場
に
は
４
県
の
名
産
品

販
売
や
郷
土
玩
具
の
製
作
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

　
宮
城
県
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
２
０
１
８
年
に
デ
ビ
ュ

ー
し
た
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米

「
だ
て
正
夢
」を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

県
産
米
を
宣
伝
す
る
「
２
０

１
９
み
や
ぎ
ラ
イ
シ
ー
レ
デ

ィ
」
の
八
巻
楓
香
さ
ん
は

「
甘
み
が
強
く
、
も
ち
も
ち

と
し
た
食
感
が
特
徴
で
す
」

と
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
米
を
ア

ピ
ー
ル
。
宮
城
県
農
政
部
み

や
ぎ
米
推
進
課
生
産
販
売
班

の
田
村
亘
技
術
主
査
は
「
県

内
の
旅
館
も
朝
食
な
ど
で
使

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話

し
た
。

　
３
月

日
で
９
年
を
迎
え

る
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

世
界
に
向
け
て
語
り
継
ぐ

「
全
国
被
災
地
語
り
部
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
東
北
」
（
阿

部
隆
二
郎
実
行
委
員
長
）
が

２
月

、

日
、
宮
城
県
南

三
陸
町
の
南
三
陸
ホ
テ
ル
観

洋
で
開
か
れ
た
。
震
災
の
風

化
を
防
ぐ
た
め
若
者
へ
の
教

訓
の
伝
承
の
在
り
方
や
津
波

の
爪
痕
を
残
す
震
災
遺
構
な

ど
の
重
要
性
を
伝
え
よ
う
と

昨
年
の
熊
本
に
続
き
５
回
目

の
開
催
と
な
る
。

　
県
内
外
で
遭
遇
し
た
震
災

体
験
者
や
伝
承
活
動
に
携
わ

る
関
係
者
ら
約
４
２
０
人
が

参
加
。
関
心
の
高
さ
を
裏
付

け
た
。
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
語

り
部
が
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ

Ｅ
」
と
し
て
世
界
に
通
用
す

る
方
策
を
学
ん
だ
。

　
震
災
時
に
国
土
交
通
省
東

北
整
備
局
長
で
後
に
同
省
事

務
次
官
を
務
め
た
徳
山
日
出

男
政
策
研
究
大
学
院
大
学
客

員
教
授
が
「
教
訓
が
命
を
救

う
『
語
り
部
』
の
も
つ
尊
い

使
命
」
と
題
し
て
基
調
講
演

し
、
ハ
ワ
イ
島
（
ヒ
ロ
）
の

太
平
洋
津
波
博
物
館
の
事
例

を
紹
介
し
た
。

　
德
山
氏
は
「
台
風
な
ど
の

大
雨
に
よ
る
浸
水
地
域
（
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
の
予
測
は

正
確
だ
が
、
津
波
（
地
震
）

の
地
域
ご
と
の
予
測
は
不
可

能
に
近
い
」
と
指
摘
。
そ
の

上
で
、
「
私
た
ち
が
語
り
伝

え
て
い
く
べ
き
こ
と
は
『
鎮

魂
・
慰
霊
』
と
『
教
訓
・
伝

承
』
。
日
本
は
世
界
の
津
波

の
３
割
が
発
生
す
る
宿
命
の

地
。
災
害
の
悲
惨
さ
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る

知
恵
を
子
々
孫
々
語
り
継
ぐ

こ
と
が
重
要
だ
。
南
三
陸
町

に
は
災
害
と
人
生
を
学
べ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
」と
話
し
た
。

　
語
り
部
の
未
来
を
テ
ー
マ

に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
語
り
部
の
意

義
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

　
兵
庫
県
淡
路
市
の
北
淡
震

災
記
念
公
園
総
支
配
人
の
米

山
正
幸
氏
は
「
阪
神
淡
路
大

震
災
は
一
挙
に
工
事
が
始
ま

り
映
像
や
写
真
が
東
日
本
大

震
災
と
比
べ
少
な
く
、
一
部

の
体
験
で
は
震
災
の
教
訓
を

伝
え
ら
れ
な
い
。
情
報
の
共

有
化
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
メ

デ
ィ
ア
が
伝
え
な
い
被
害
状

況
の
記
録
や
写
真
な
ど
の
記

録
の
保
持
が
重
要
だ
」
と
述

べ
た
。

　
岩
手
県
釜
石
市
の
旅
館
宝

来
館
お
か
み
の
岩
崎
昭
子
さ

ん
は
「
震
災
が
な
け
れ
ば
経

験
で
き
な
い
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
震
災
で
変
わ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
（
当
地
に
伝
わ

る
）
相
撲
甚
句
で
震
災
を
語

る
こ
と
は
、
津
波
の
怖
さ
を

次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

語
り
部
の
思
い
を
伝
え
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

　
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
震
災

復
興
・
企
画
部
長
の
小
野
寺

憲
一
氏
は
「
地
域
の
社
会
問

題
の
解
決
な
く
し
て
真
の
復

興
は
な
い
。
そ
の
課
題
と
は

災
害
に
強
い
街
づ
く
り
と
人

口
減
少
対
策
。
水
産
業
活
性

化
と
人
材
の
育
成
が
急
務

だ
」
と
真
の
復
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
訴
え
た
。

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

の
監
督
の
尹
美
亜
（
ユ
ン
ミ

ア
）
さ
ん
は
「
制
作
側
が
喜

ぶ
映
画
で
は
な
く
、
出
演
し

た
方
の
気
持
ち
や
行
動
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
感
情
に
訴
え
る

こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。
事

象
は
忘
れ
る
が
、
感
情
は
１

０
０
年
た
っ
て
も
忘
れ
な

い
」
と
映
画
「
一
陽
来
復
」

の
趣
旨
を
解
説
し
た
。

　
分
科
会
で
は
、
各
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
事
例
の

発
表
が
行
わ
れ
た
。
自
助
・

共
助
の
重
要
性
や
未
来
へ
の

伝
承
と
震
災
遺
構
と
の
向
き

合
い
方
に
つ
い
て
、
語
り
部

を
学
ぶ
中
高
生
が
討
論
し
発

表
も
行
わ
れ
た
。
　

　

日
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
総
括
と
語
り
部
宣
言
が

行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
【
平
塚
眞
喜
雄
】




